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Abstract：So far safety education is represented in a, was it the mainstream leadership, such as someone with 
“IKANOOSUSI” term and it has not been a valid safety education to nurture risk aversion force of children. In addition, 
there is no research on the validity of safety education content and developmental stage of the children, it has not been 
the development of an effective safety education program. In this research, by advancing the basic research on the 
development of safety awareness scale of children(SASC), taking into account the developmental stage of the child, it 
is intended to develop an effective and versatile safety training program. In research cooperation schools in Okayama 
Prefecture, in advance of the class and the SASC of safety education, and subjected to post-survey. For each, it was 
investigated in 2, 4, 6 grade classroom. As a result, the question item 9, “If there is a person that is in painful Hold 
the stomach in the street, put a voice” answer results for were not vary greatly with each grade. When considered in 
conjunction with state and child developmental stage at the time of teaching, the safety educational content in this study, 
be carried out for the second grade was found to be most suitable.
Keywords：Safety Education, Developmental stages of Children, Safety Awareness Scale of Children（SASC）, 
Kidnapping（Abduction and Kidnapping） 
１．はじめに
１）連れ去り（略取・誘拐）に関するこの 10 年の世情
2014 年 11 月 17 日。この日、奈良小１女児殺害事件



























よ る と、13 歳 未 満 の 子 供 の 被 害 件 数 で、 割 合 の 高
い罪種について見ると、2012 年度中は略取・誘拐が
50.8％（95 件）と半数以上を占め、他の罪種と比較し
て圧倒的に多い。そして 2003 年から 2012 年までの略
取・誘拐件数を図式化したとき、顕著な変化がみら
れるのである。【図１】を見たとき、ここ 10 年で言え
ば、2004 年の 141 件が最多であり、またピークとなり、
以降 2008 年の 63 件まで、４年間で半分以下の件数に
なるほどの勢いで減少している。ここには何があるの
か。





















2004 年の略取・誘拐事件は、ここ 10 年で「最多」と
いう考え方よりも、「結果的にピークであった」と考
えるほうが正しいのではないか。それは、最多を示し
た 2004 年 の 翌 年、2005 年 は 104 件、2006 年 は 86 件、
2007 年は 82 件、そして 2008 年はこの 10 年の最少と
なる 63 件と、2004 年からは減少の一途をたどった。












































平成 17 年 11 月 25 日 幼児児童生徒の安全確保及
び学校の安全管理について
（依頼）




平成 17 年 12 月 6 日 登下校時における幼児児童
生徒の安全確保について














平成 19 年 7 月 23 日 通学路を含めた学校におけ
る子どもの安全確保につい
て（依頼）




平成 20 年 5 月 7 日 登下校時における幼児児童
生徒の安全確保について
（依頼）
平成 20 年 5 月 2 日に発生した「豊田市女子高生殺害事件」を受
けて、被害生徒が国立大学の附属中学校の生徒だったこともあり、
不審者情報の共有に関して通知された。

























と、2009 年（平成 21 年）4 月には学校保健法が改定され、
学校保健安全法が施行された。ここには、学校の安全













































常（Safety Zone）」に、突 然 の「 危 機（Crisis Situation）」
が訪れ、その対応で「危険な状態（Hazardous Condition）」









の A zone で行われるものであり、B zone の段階に進
むことを回避するものである。第二段階は、万が一




























































べ き と こ ろ は、「安
全で安心」であるＡ





































































































































































は教師歴 21 年の男性教諭が授業を行い、児童数は 17




















ま ず、 全 体 平 均 は 2.91 か ら 3.94 に な り、 ＋1.03 の
差だった。学年別にみると、第６学年が 2.81 から 3.94
であり、＋1.13 の差である。第４学年は、2.56 から 3.09










































次に 4 年生の授業について分析を加えたい。4 年生





















最後に、第 6 学年についてである。第６学年は 17
名（男子 9 名、女子 8 名）で構成されており、担任は



























































（平成 26 年度 2 月）」13. 女性・子供・高齢者を主た
る被害者とする犯罪（２）子供を主たる被害者とする
犯罪　を筆者がグラフ・図式化したものである。
２） 本表の通達は http://www.mext.go.jp/ より、 筆者
が抜粋したものである。
３） 本 図 は、 本 研 究「児 童 の 発 達 段 階 を 考 慮 し た 安
全教育プログラムの開発に関する研究―「児童の
安 全 意 識 尺 度（CSAS）」 の 開 発 に 関 す る 基 礎 的 研
究－」A study on the development of safety education 
program in consideration of the developmental stage of 
the children　―Basic research on the development of 
“Safety Awareness Scale of Children (SASC)”－　にお
いて、筆者が作成したものである。
４）「生きる力」を育む学校での安全教育　文部科学
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